
集 計 組 合 員 数 平 均 賃 金 額 （ 円 ） 妥 結 額 （ 円 ） 賃 上 げ 率 （ ％ ）

２ ９ 人 以 下 1 3 2 6 0 , 3 7 9 6 , 1 7 1 2 . 3 7

３ ０ ～ ９ ９ 人 8 0 2 5 9 , 3 3 0 5 , 0 4 3 1 . 9 4

１ ０ ０ ～ ２ ８ ９ 人 9 3 2 6 7 , 0 7 2 5 , 3 5 0 2

3 3 7 2 9 4 , 2 2 6 6 , 2 0 1 2 . 1 1

2 9 9 人 以 下 の 内 訳

企 業 規 模 （ 従 業 員 数 ）

２ ９ ９ 人 以 下
1 8 6 2 6 4 , 9 7 0 5 , 2 8 1 1 . 9 9

　 　 ＜ 中 小 ＞

2 . 1 4

３ ０ ０ ～ ９ ９ ９ 人
6 3 2 8 7 , 3 4 1 5 , 7 8 9 2 . 0 1

　 　 ＜ 大 手 ＞

　 　 ＜ 中 堅 ＞

　 　  純 平 均

１ ， ０ ０ ０ 人 以 上
8 8 2 9 9 , 8 5 4 6 , 4 2 0

２
０
１
９
年
国
民

春
闘
の
た
た
か
い

に
つ
い
て

（
１
）
２
０
１
９

年
春
闘
の
対
策
と

具
体
的
推
進
に
つ
い
て

①

安
倍
政
権
の
暴
走
政

治
と
国
政
の
私
物
化
を
阻
止

す
る
と
と
も
に
、
大
企
業
の

莫
大
な
内
部
留
保
を
社
会
的

に
還
元
さ
せ
、
労
働
者
・
国

民
の
状
態
悪
化
を
改
善
す
る

こ
と
が
春
闘
で
の
重
要
な
課

題
の
一
つ
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
労
使
一
体
化
を
す
す

め
る
連
合
大
手
組
合
が
、
大

企
業
の
「
総
額
人
件
費
管
理
」

の
攻
撃
に
呼
応
し
、
雇
用
と

賃
金
破
壊
に
手
を
貸
か
し
て

い
る
こ
と
も
克
服
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
対
話
と
共
同

を
基
本
に
一
致
す
る
要
求
で

の
団
結
を
強
化
し
、
国
民
春

闘
を
職
場
、
地
域
、
業
種
か

ら
推
進
す
る
こ
と
を
確
認
し

て
き
ま
し
た
が
、
十
分
な
力

を
発
揮
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

②

と
く
に
重
視
す
る
こ

と
は
、
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
活

動
を
基
本
に
し
た
対
話
活
動

を
強
化
す
る
こ
と
。
要
求
に

基
づ
く
共
同
を
強
め
企
業
内

闘
争
を
克
服
し
、
地
域
や
産

別
に
結
集
し
、

全
国
的
な
た
た

か
い
と
し
て
展
開
し
て
い
く

こ
と
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

建
交
労
と
地
域
労
連
へ
結
集

し
て
た
た
か
い
を
強
化
し
た
、

大
阪
合
同
支
部
の
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
で
し
た
が
実
質
的
な
前

進
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
取
り
組
み
の

強
化
を
は
か
り
、
要
求
前
進

の
足
が
か
り
に
し
て
い
く
。

（
２
）

月
間
・
集
中
ゾ
ー

ン
の
設
定
と
期
間
中
の
と
り

く
み①

２
０
１
９
年
春
の
組

合
員
拡
大
月
間
は
、
３
月
１

日
～
４
月
30
日
と
し
、
各
組

織
の
年
度
目
標
達
成
に
向
け

た
「
組
織
拡
大
大
運
動
」
と

し
て
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

②
「
組
織
拡
大
集
中
ゾ
ー

ン
」
第
1
次
は
、
３
月
７
日

（
木
）
～
３
月
９
日
（
土
）

と
し
て
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

③

拡
大
目
標
と
組
織
化

の
対
象
（
個
人
対
象
者
、
対

象
職
場
、
対
象
地
域
、
対
象

未
加
盟
労
組
な
ど
）
を
明
確

に
す
る
た
め
に
担
当
者
を
配

置
し
、
拡
大
対
象
者
と
到
達

状
況
を
日
常
的
に
把
握
す
る

こ
と
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

④

組
織
化
の
対
象
に
対

す
る
作
戦
・
計
画
・
行
動
配

置
な
ど
を
決
め
て
き
ま
し
た
。

⑤

集
中
ゾ
ー
ン
の
行
動

内
容
な
ど
を
明
確
に
し
、
参

加
者
の
配
置
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。

⑥

大
阪
府
本
部
は
、
３

月
７
日
～
９
日
の
３
日
間
を

宣
伝
カ
ー
で
大
阪
府
下
の
ト

ラ
ッ
ク
・
生
コ
ン
・
酸
素
な

ど
の
職
場
激
励
と
組
織
拡
大

ス
ポ
ッ
ト
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。
宣
伝
行
動
は
、
運
転
手

１
名
、
弁
士
１
名

合
計
２

名
で
お
こ
な
う
こ
と
を
確
認

し
て
運
行
し
ま
し
た
。

[

組
織
拡
大
宣
伝
を
お
こ
な
っ

た
場
所]

●
南
港
、
北
港
、
東
大
阪

ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
北

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

堺
東
駅
茨
木
、
高
槻
、
吹
田
、

箕
面

（
３
）
回
答
状
況
＊
大
阪
府

総
合
労
働
事
務
所
・
春
闘
賃

上
げ
妥
結
状
況

①

妥
結
額
・
賃
上
げ
率

の
推
移[

集
計
組
合
数：

３

３
７
組
合]

全
体
平
均
妥
結

額
は
、
６
，
２
０
１
円
（
前

年：

６
，
４
６
３
円
）
賃
上

げ
率
２
・
１
１
％
（
前
年：

２
・
１
１
％
）
と
な
り
、
妥

結
額
・
賃
上
げ
率
と
も
に
前

年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

②

企
業
規
模
別
の
妥
結

状
況
企
業
規
模
別
の
妥
結
額

を
み
る
と
「
２
９
９
人
以
下

（
中
小
）
」
が
、
５
，
２

８
１
円
（
対
前
年
比：

３

７
円
増
、
０.

７
％
増
）

「
３
０
０
～
９
９
９
人

（
中
堅
）
」
が
５
，
７
８

９
円
（
対
前
年
比：

２
８

４
円
減
、
４
・
７
％
減

「
１
，
０
０
０
人
以
上

（
大
手
）
」
が
６
，
４
２

０
円
（
対
前
年
比：

２
６

３
円
減
、
３
・
９
％
減
）

と
な
り
、
中
小
企
業
で
、

わ
ず
か
に
増
加
を
示
し
ま

し
た③

産
業
別
妥
結
状
況

産
業
別
の
妥
結
額
は
、
製

造
業
の
妥
結
額
平
均
が
６
，

３
１
２
円
、
非
製
造
業
の

妥
結
平
均
額
が
６
，
０
５

３
円
と
製
造
業
が
非
製
造

業
よ
り
高
い
妥
結
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
全
体

平
均
（
６
，
２
０
１
円
）

と
比
べ
て
妥
結
額
が
高
か
っ

た
業
種
は
「
情
報
通
信
業

（
８
，
８
８
５
円
）
」
、

「
化
学
（
８
，
７
６
７
円
）
」

な
ど
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
低
か
っ
た
業
種
は
、

「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、

娯
楽
業
（
３
，
８
０
０
円
）
」
、

「
運
輸
業
・
郵
便
業
４
，

０
１
１
円
」
」
な
ど
と
な

り
ま
し
た
。

④

企
業
規
模
別
の
妥

結
状
況

建
交
労
大
阪
府
本
部
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大
阪
労
連
第
50
回
評
議
員
会
は
、
６

月
１
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
ソ
フ
ィ

ア
堺
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
労
連
幹
事
会
を
代
表
し
て
菅
議
長

が
あ
い
さ
つ
さ
れ
「
大
阪
府
知
事
・
大

阪
市
長
選
挙
は
残
念
な
結
果
に
な
り
ま

し
た
が
、
評
議
員
会
後
に
堺
市
長
選
挙

の
支
援
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
た
か
い

で
堺
労
連
が
支
援
す
る
候
補
を
、
我
々

大
阪
労
連
と
し
て
も
支
援
す
る
と
同
時

に
、
堺
に
維
新
政
治
を
持
ち
込
ま
せ
な

い
事
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も

最
終
最
後
の
日
ま
で
全
力
で
選
挙
支
援

行
動
に
取
り
組
む
」
ま
た
、
「
安
倍
首

相
は
憲
法
改
憲
を
諦
め
て
い
ま
せ
ん
。

３
，
０
０
０
万
人
署
名
の
取
り
組
み
を

引
き
続
き
行
い
、
憲
法
改
憲
を
許
さ
な

い
た
た
か
い
を
す
す
め
て
い
く
。
」
と

い
う
力
強
い
あ
い
さ
つ
で
し
た
。
評
議

員
会
で
の
議
案
は
、
す
べ
て
満
場
一
致

で
確
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
建
交
労
・
山
本
副
委
員

長
が
討
論
に
参
加
し
「
春
闘
闘
争
の
総

括
・
憲
法
改
憲
阻
止
・
消
費
税
増
税
に

反
対
、
堺
市
長
選
挙
で
維
新
政
治
を
堺

に
持
ち
込
ま
せ
な
い
た
た
か
い
に
つ
い

て
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
職
場
の
た
た
か
い

に
つ
い
て
」
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

第
50
回
評
議
員
会
全
体
の
参

加
者
は
、
１
１
２
名
、
評
議
員
78
名
中

65
名
の
参
加
、
建
交
労
大
阪
府
本
部
か

ら
は
、
幹
事
２
名
（
前
村
執
行
委
員
長
、

荻
田
書
記
長
）
、
評
議
員
１
名
（
山
本

副
執
行
委
員
長
）
の
参
加
で
し
た
。

大
阪
労
連
第
５
０
回
評
議
員
会

２
０
１
９
年
６
月
９

日
（
日
）
10
時
か
ら
大

阪
労
連
労
働
事
務
局

西
野
宏
一
氏
を
迎
え
、

「
労
動
組
合
と
日
常
的

経
済
要
求
闘
争
」
を
テ
ー

マ
に
学
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
①
労
働
組

合
の
性
格
に
か
ん
す
る

経
済
主
義
的
・
労
働
組

合
主
義
的
理
解

②
マ

ル
ク
ス
に
よ
る
賃
金
闘

争
の
擁
護

③
労
働
者

階
級
の
状
態
を
ど
う
と

ら
え
る
か

④
日
常
的
な
経

済
要
求
闘
争
に
お
け
る
闘
う

労
働
組
合
と
先
進
的
活
動
家

の
任
務
な
ど
レ
ベ
ル
の
高
い

内
容
で
今
後
の
活
動
で
、
学

習
し
た
こ
と
を
、
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
、
実

践
し
て
い
く
の
か
を
質
疑
討

論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
参

加
は
、
関
西
ダ
ン
プ
２
名
・

大
阪
合
同
支
部
２
名
・
関
西

支
部
２
名
・
此
花
支
部
２
名

で
し
た
。

大阪府本部
労働組合基礎講座学習会

２
０
１
９
年
６
月
21

日
（
金
）
16
時
30
分

～
神
戸
シ
ェ
ラ
ト
ン

ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ

で
第
５
回
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
、
山
口

会
長
は
、
大
阪
港
・

神
戸
港
と
も
に
コ
ン

テ
ナ
取
扱
量
は
前
年

度
を
上
回
っ
て
い
る

が
、
運
転
手
不
足
な

ど
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
、
大
阪
港

に
於
い
て
は
、
Ｇ
20

の
開
催
に
あ
た
り
、

道
路
の
規
制
や
検
問

な
ど
で
渋
滞
が
発
生

し
て
い
る
が
、
各
企

業
・
各
労
働
組
合
に

対
し
て
協
力
を
求
め

ま
し
た
。
参
加
は
関

西
支
部
２
名
・
大
阪

合
同
支
部
１
名
・
兵

庫
合
同
支
部
3
名
。

阪
神
港
海
上
コ
ン
テ
ナ
協
会
第
５
回
定
期
総
会

２
０
１
９
年
春
闘
総
括
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（
４
）
建
交
労
大
阪
府
本
部
春
闘

関
係①

全
体
支
部
分
会
数
69
、
対

象
職
場
53
、
対
象
職
場
率
76
・
８

％
、
回
答
職
場
数
19
職
場
、
妥
結

平
均
額
２
，
１
２
０
円
、
回
答
職

場
率
３
５
・
８
％
、
前
年
平
均
妥

結
額
１
，
５
９
９
円
、
妥
結
率
２

０
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年

実
績
よ
り
５
２
１
円
上
が
っ
て
い

ま
す
。
妥
結
平
均
前
年
比
は
１
３

２
・
６
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
回
答
職
場
数
が
少
な
く
、

賃
上
げ
０
円
の
職
場
も
多
数
あ
り

ま
し
た
。
セ
メ
ン
ト
・
生
コ
ン
職

場
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
賃
上
げ

が
無
か
っ
た
と
い
う
中
間
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
本
部
で

の
最
高
賃
上
げ
職
場
は
、
大
阪
合

同
支
部
・
パ
ナ
ル
ピ
ナ
分
会
の
９
，

５
０
０
円
、
昨
年
度
実
績
以
上
の

職
場
は
、
関
西
支
部
・
藤
井
商
会
・

カ
ネ
ミ
統
合
分
会
、
井
住
運
送
、

片
岡
運
送
、
大
阪
合
同
支
部
・
小

田
運
輸
分
会
、
北
港
観
光
バ
ス
分

会
、
南
海
バ
ス
分
会
の
６
職
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
実
績
の
７
職
場
か
ら
１

職
場
減
の
６
職
場
で
、
全
体
的
な

賃
上
げ
額
と
し
て
は
増
額
さ
れ
た

も
の
の
、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
職
場

の
賃
上
げ
が
殆
ど
で
あ
り
、
他
の

職
種
で
は
一
般
職
の
パ
ナ
ル
ピ
ナ

分
会
の
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
建

交
労
大
阪
だ
け
で
み
れ
ば
、
依
然

と
し
て
賃
上
げ
額
は
低
い
水
準
に

な
っ
て
い
ま
す
。

②

春
闘
で
の
結
果
を
ふ
り
返
っ

て
、
こ
の
要
因
は
大
手
企
業
と
中

小
零
細
企
業
と
の
２
極
化
が
ま
す

ま
す
広
が
り
、
大
企
業
に
は
大
幅

な
法
人
税
の
減
税
と
大
儲
け
し
た

お
金
は
株
主
配
当
や
内
部
留
保
に

積
み
増
し
さ
れ
た
結
果
、
中
小
零

細
企
業
に
は
殆
ど
還
元
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
景
気
回

復
に
繋
が
る
よ
う
な
大
幅
な
賃
上

げ
に
な
ら
な
か
っ
た
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。

③

業
種
別
春
闘
回
答
状
況

（
５
）
春
闘
に
お
け
る
要
求
闘
争

の
推
進
と
対
策
で
の
教
訓
と
課
題

に
つ
い
て

①

今
年
度
の
春
闘
到
達
点
は
、

全
国
の
概
況
と
は
異
な
り
、
大
阪

府
本
部
集
約
全
体
と
し
て
は
、
２

０
１
８
年
度
の
賃
上
げ
額
は
１
，

５
９
９
円
で
し
た
が
、
２
０
１
９

年
度
は
２
，
１
２
０
円
へ
と
５
２

１
円
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
低
い
水
準
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
た
た
か
い
全
体
で
の

奮
闘
と
前
進
は
あ
る
も
の
の
、
国

民
春
闘
に
寄
せ
ら
れ
た
期
待
、
賃

上
げ
を
求
め
る
広
範
な
世
論
を
活

か
し
き
れ
ず
、
低
額
回
答
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
上
積
み
獲
得
や
賃
上

げ
９
，
５
０
０
円
を
獲
得
し
た
組

織
も
あ
り
ま
し
た
が
高
額
回
答
は

殆
ど
な
く
、
平
均
額
の
伸
び
を
抑

え
る
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②

大
阪
府
本
部
は
、
各
支
部

の
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
に
基
づ

き
賃
上
げ
交
渉
の
た
た
か
い
を
す

す
め
て
い
く
事
を
確
認
し
て
き
ま

し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
活

か
せ
る
春
闘
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

③

未
回
答
・
未
解
決
対
策
に

つ
い
て
の
課
題

イ
、
未
回
答
・
未
解
決
職
場
で

は
、
５
月
末
の
決
着
を
め
ざ
し
、

粘
り
強
い
闘
い
を
す
す
め
る
こ
と
。

一
方
、
支
部
で
は
、
未
回
答
・
未

解
決
の
要
因
を
把
握
し
、
個
別
対

策
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
き
ま

し
た
が
、
全
分
会
で
の
対
策
が
取

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
大

阪
合
同
支
部
で
は
、
専
従
者
ま
か

せ
に
な
っ
て
お
り
、
分
会
独
自
の

付
帯
要
求
の
提
出
も
出
来
な
い
分

会
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
要
員
は
、

分
会
の
力
量
が
な
い
事
、
自
律
出

来
て
い
な
い
職
場
分
会
が
未
だ
に

多
数
あ
る
こ
と
が
原
因
の
１
つ
で
、

大
き
な
課
題
を
残
す
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
次
年
度
に
つ
い
て
は

支
部
役
員
が
直
接
、
職
場
に
入
り

力
量
を
高
め
て
い
く
た
め
の
対
策

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

ロ
、
５
月
末
ま
で
の
決
着
が
出

来
な
か
っ
た
支
部
・
分
会
は
、
職

場
で
の
力
関
係
や
経
営
状
況
な
ど

を
判
断
し
、
夏
季
一
時
金
と
結
合

し
た
た
た
か
い
に
す
る
の
か
、
春

闘
そ
の
も
の
を
終
結
す
る
の
か
な

ど
を
明
確
に
し
、
次
に
つ
な
げ
る

対
策
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
た
。

④

統
一
行
動
日
の
と
り
く
み

に
つ
い
て

イ
、
1
月
23
日
、
大
阪
労
連
大

阪
春
闘
共
闘
委
員
会
は
「
怒
り
の

総
行
動
」
を
配
置
し
、
在
阪
の
経

営
団
体
や
業
界
団
体
企
業
へ
の
要

請
・
抗
議
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

行
動
に
は
大
阪
府
本
部
の
役
員
を

中
心
に
参
加
し
ま
し
た
。

ロ
、
建
交
労
中
央
行
動
が
３
月

７
日
（
木
）
に
取
り
組
ま
れ
、
各

省
庁
や
業
界
団
体
へ
の
個
人
請
願

や
要
請
行
動
が
終
日
行
動
と
し
て

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
本
部

か
ら
は
、
関
西
支
部
７
名
、
関
西

合
同
支
部
３
名
、
マ
ス
タ
ー
ズ
ユ

ニ
オ
ン
1
名
、
大
阪
合
同
支
部
３

名
、
大
阪
府
本
部
１
名
、
合
計
15

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ハ
、
２
０
１
９
年
国
民
春
闘
に

お
け
る
最
大
の
ヤ
マ
場
で
あ
る
全

国
統
一
行
動
は
、
３
月
14
日
に
配

置
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
統
一
行
動

は
、
春
闘
要
求
実
現
、
憲
法
改
憲

廃
止
、
立
憲
主
義
の
回
復
な
ど
の

要
求
を
か
か
げ
、
全
国
一
斉
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪

労
連
・
春
闘
共
闘
委
員
会
を
中
心

に
「
大
阪
総
行
動
」
と
し
て
３
月

14
日
（
木
）
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
建
交
労
大
阪
府
本
部
は
、
以

下
の
取
り
組
み
に
参
加
し
ま
し
た
。

＊
早
朝
宣
伝
行
動
（
大
阪
労
連
関

係
・
淀
屋
橋
）

＊
西
日
本
鉄
道
本
部
・
抗
議
宣
伝

行
動
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
本
社
前
）

＊
自
治
体
及
び
関
係
団
体
へ
の
要

請
行
動

＊
大
阪
総
行
動
（
デ
モ
行
進
）

＊
天
満
橋
駅
前
宣
伝
「
働
き
方
改

革
」

＊
大
阪
府
本
部
宣
伝
カ
ー
で
の
春

闘
宣
伝
と
職
場
へ
の
激
励
訪
問

⑤

学
習
会
の
取
り
組
み

２
月
14
日：

大
阪
労
連
・
春
闘
学

習
決
起
集
会

（
６
）
国
民
春
闘
討
論
集
会

①

建
交
労
中
央
本
部：

春
闘

討
論
集
会
11
月
24
日
（
土
）
25
日

（
日
）
静
岡
県
伊
豆
長
岡

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
、
府
本
部
３
名
、
各

支
部
参
加
者
を
含
め
て
全
体
で
17

名
で
し
た
。

②

大
阪
労
連：

春
闘
討
論
集

会
11
月
24
日
（
土
）
25
日
（
日
）

兵
庫
県
県
・
須
磨
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

参
加
者

阪
口
副
執
行
委
員
長
、

山
本
副
執
行
委
員
長
、
上
田
書
記

次
長

業種 組織数 単位数 対象外 回答数 平均回答額

トラック ２７ ２０ ７ １２ １，４６１

酸素 ５ ５ ０ ２ ５４０

バス ３ ３ ０ ３ ４，２００

鉄道 １ １ ０ １ ５，６３４

建設 ５ ２ ３ ０ ０

セメント

生コン
１５ １１ ４ １ ５００

一般 ８ ６ ２ １ ９，５００

当面の日程

６月３０日（日）～７月７日（日）

２０１９年原水爆禁止国民平和行進

７月１日（月）

大阪府労働委員会アクアライン証人調べ

７月４日(木）～５日（金）

建交労第６回中央執行委員会

７月１０日（水）

大阪労連第９回幹事会・組織拡大交流会

７月１１日（木）

大阪トラック部会組織拡大宣伝行動

７月２２日（月）

大阪建設関連部会幹事会

７月２６日（金）

大阪府本部第９回常任執行委員会

７月３０日（火）

委託労働者懇談会会議

７月３０日（火）

大阪トラック部会常任執行委員会

８月１日(木）

全国青年部トラックキャラバン隊大阪入り

８月２日（金）

全国青年部トラックキャラバン隊

核兵器廃絶宣伝

８月４日（日）大阪府本部第１０回執行委員会

８月５日（月）大阪交運共闘幹事会

８月７日（水）～９日（金）

２０１９年原水爆禁止世界大会

８月８日(木）

原水協世界大会・建交労交流会ＩＮ「長崎」


